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平成１６年度の業績見通しについて 

当社の平成 16 年度の業績見通しにつき、最新の状況を反映し下記の通り修正致します。 

 

記 

 

１．平成 16 年度通期（平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日）業績見通し 

 

連結                                  単独     

                                 (単位：億円)                                       (単位：億円) 

     

 最新見通し 前回見通し 
 

増 減   最新見通し 前回見通し 
 

増 減 

受注高 27,000 27,000  0  受注高 22,000 22,000  0 

売上高 26,150 26,000  150  売上高 21,400 21,500  △100 

営業損益 350 550  △200  営業損益 160 360  △200 

経常損益 170 370  △200  経常損益 - 200  △200 

税引前損益 170 370  △200  税引前損益 - 200  △200 

当年度損益 100 220  △120  当年度損益 - 100  △100 
 

     
1 株当たりの配当金(予定)  

中間 0円 , 期末 4円 , 合計年間 4円 

 ［連結/単独の通期業績見通しについて］ 

 【連結業績】売上高は１５０億円増加の２兆６,１５０億円､営業損益､経常損益はそれぞれ 200 億円減少の 350

億円､170 億円となり、当年度損益は 120 億円減少の 100 億円となる見通しです。 

【単独業績】売上高は１００億円減少の２兆１,４００億円、営業損益､経常損益はそれぞれ 200 億円減少の 160

億円、0 億円となり、当年度利益は 100 億円減少の 0億円となる見通しです。 

 

２．主な増減要因 

(1)今回の見通し修正の主な要因は下記のとおりです。 

① 航空・宇宙セグメント､中量産品セグメント(汎用機)等において、好調な受注環境を反映して､当年度引

渡し工事が増加したことに伴い、売上高(連結)が前回見通しを上回ること。 

② 機械・鉄構セグメントおよび中量産品セグメント（産業機械）において、主として事業環境変化に伴う売

上減少(単独)、工事コスト増加及び資材費高騰により､売上高・営業損益共に前回見通しを下回るこ

と。 

③ 船舶・海洋セグメントにおいて、鋼材需給逼迫等による工程遅延挽回費用の増加により、営業損益が

前回見通しを下回ること。 

  

<注意事項> 

今回の業績予想は､現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり､実際の業績は異なる可能性が

あることを御承知おきください｡ 

以 上 

  


